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１．自己紹介
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自己紹介
科学情報課
• 研究業績の収集、管理および情報発信
• 放射線医学に関するデータベースの整備及び利用の促進に関すること。
• 図書業務に関すること。
• 事務・管理系業務の情報化の推進に関すること。
今日はココを
お話しします
放射線医学総合研究所（放医研）
放医研は放射線と人との関係について総合的に研究開発を進める
国内唯一の研究機関です。
4
２．研究業績の収集と管理
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研究業績の収集と管理
職員等が行った業務の実績や職務上得られた成果などを収集・管理する。
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論文
学会発表
書籍執筆
特許
出張報告
 論文や学会発表などの研究成果から出張の報告書まで、幅広く収集。
 職員は業績を「業務実績登録システム」に自ら登録する。
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研究業績の収集と管理
業務実績登録システム
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 放医研イントラネット上のWEBシステム
 Linux + Apache + PHP + PostgreSQL（内製）
 職員は全員利用可能
 収集した研究業績は
 HPで所外公開
 個人/組織の評価に活用
 2001年に開発
 2013年に全面刷新
３．システム刷新
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－旧システムの特徴と課題－
（旧）業務実績登録システムの特徴
• 2001年に開発
• WEBシステム（PHP）
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（旧）業務実績登録システム
• 2001年に開発
• WEBシステム
• 分散入力方式（みんなで入力・みんなで活用）
• 守備範囲は広く
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 研究成果発表（論文・学会発表）
 特許や書籍の執筆
 ソフトウェア・システム・データベースの構築
 業務報告書・出張報告書
38種別
旧システムの課題①
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似た種別
研究・技術・調査報告
業務報告書 ← 登録されない
多すぎる種別
座長
学会役員会出席
集会主催
1度の出張だけど３つの種
別が当てはまる。
どれで登録すればよい？？
問い合わせ多数
（旧）業務実績登録システム
• 2001年に開発
• WEBシステム
• 分散入力方式（みんなで入力・みんなで活用）
• 守備範囲は広く
• ユーザには厳しく
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 厳格なマスタ管理
 登録後の訂正は認めない
 入力項目が多い
旧システムの課題②
厳格なマスタ管理
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が操作を面倒に
 表記ブレ抑止のため
 データ集計・分析で活用する意図
 同じデータは２つ作らない。作らせない
 あらかじめマスタ登録しないと業績の登録がで
きない
発表者マスタ
刊行物マスタ
主催者マスタ
発表者組織マスタ
●マスタデータ
システムとしては“当然”。でもユーザとしては？？
手戻りばかりで
進まない・・・
苦情多数
（旧）業務実績登録システム
• 2001年に開発
• WEBシステム（PHP）
• 分散入力方式（みんなで入力・みんなで活用）
• 守備範囲は広く
• ユーザには厳しく
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 厳格なマスタ管理
 登録後の訂正は認めない
 入力項目が多い
旧システムの課題③
登録後の訂正が厳格すぎる
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訂正させてもらえ
ますか？
電話相談と解除依頼（300件/年）
データの訂正はシステム管理者の許可（ロック解除）が必要
 誤字や脱字の訂正でも
システムとしては“当然”。でも実際は？？
（旧）業務実績登録システム
• 2001年に開発
• WEBシステム（PHP）
• 分散入力方式（みんなで入力・みんなで活用）
• 守備範囲は広く
• ユーザには厳しく
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 厳格なマスタ管理
 登録後の訂正は認めない
 入力項目が多い
旧システムの課題④
入力項目が多く、手間がかかる
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セッションタイムアウトにより、初めからやり直し
大変・・・
苦情多数
• 多い種別では30個近い入力項目。
• アブストラクトのような“文章”の入力も。
• 慣れた人でも1件で2分程度。
慣れない人は20分以上。
苦情多数
（旧）業務実績登録システム
• 2001年に開発
• WEBシステム（PHP）
• 分散入力方式（みんなで入力・みんなで活用）
• 守備範囲は広く
• ユーザには厳しく
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改善するため、2011年度より具体的な刷新を検討
３．システム刷新
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－新システムについて－
システム刷新（旧→新）
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業務/運用から見直し
• 昔も今も、やらなければいけないもの
• 昔は必要だったけど、今は必要なくなったもの
• 昔は必要なかったけど、今は必要とされているもの
ヒアリング
• 研究成果を生み出す研究者
• データを登録する庶務担当者
• 登録データを活用する事務・企画部門
システム刷新（旧→新）
業務/運用から見直し
• WEBシステム（PHP）
• 分散入力方式（みんなで入力・みんなで活用）
• 守備範囲は広く
• ユーザには厳しく
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→ Stay
→ Stay
→ 整理・見直し
→ 改善
• データの活用を
→ ヒアリングと調整
（新）業務実績登録システム
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●WEBサーバ
・Apache2 + PHP 5.3
・Memcache 1.4
・Fess 9.0
●DBサーバ
・ PostgreSQL 9.1
●クライアント
・jQuery 1.10
・Bootstrap v2
（新）業務実績登録システム
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●WEBサーバ
・Apache2 + PHP 5.3
・Memcache 1.4
・Fess 9.0
●DBサーバ
・ PostgreSQL 9.1
●クライアント
・jQuery 1.10
・Bootstrap v2
システム刷新①
種別の見直し
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• 似た種別は合体。
• 登録のない種別は廃止。
• 新たに「外部資金の獲得」を追加。
38種別 22種別
利用者を「迷わせない」
システム刷新②
PubMedインポート機能
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• PubMedの論文データを取得し
て業績登録を行う。
• タイトルやアブストラクトを含む
25項目が1度に取得可能。
• 正確性の高いデータを登録。
入力時間の大幅な削減（6～10倍）
アメリカ国立医学図書館の国立
生物工学情報センター(NCBI)が
運営する医学・生物学分野の
学術文献検索サービス。
システム刷新③
マスタ管理の廃止
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• データ集計 →活用実績なし
• 表記ブレ防止→完璧でない
• 登録する度に都度入力する。
 入力効率・手間に大差なし。
• PubMedのデータを活かす。
発表者マスタ
刊行物マスタ
主催者マスタ
発表者組織マスタ
●マスタデータ
問い合わせ減少、管理工数の削減
システム刷新④
修正は自由に誰でも
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• 誤字脱字、データ追記などが自由に。
• 変更履歴を表示。
• 変わってはいけない所のみ、変更不可。
 “評価年度”の項目
 データの削除
問い合わせ減少、管理工数の削減
（年間300件 → 24件）
システム刷新⑤
業績データのさらなる活用
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• Word形式の帳票
 書式設定済で見栄えのよい帳票
 PDFではできない出力後の訂正も可能
• Excelで階層構造データを一括出力
 CSVではできない複数テーブルの一括出力
職員全員の事務作業効率UP
システム刷新（まとめ）
業務/運用から見なおし
• WEBシステム（PHP）
• 分散入力方式（みんなで入力・みんなで活用）
• 守備範囲は広く
• ユーザには厳しく
• データの活用を
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→ Stay
→ Stay
→ 見直し
→ ユーザにやさしく
→ ヒアリングと調整
４．まとめ
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何が効率化をもたらしたか
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2001年
2013年
Ajax
HTML5
ブロード
バンド
モダン
ブラウザ
クラウド
スマート
フォン
技術の進歩
ではない・・・
WEB-API
何が効率化をもたらしたか
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2001年
2013年
業務の改善
•やらなければいけない事は？
•やらなくていい事は？
•測定して分析する
電子ジャーナル
の普及
組織再編
組織再編
評価基準
見直し
機関リポジトリ
の普及
オープンデータ
の活用
何が効率化をもたらしたか
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システムが追いつく
2001年
2013年
業務の改善
•やらなければいけない事は？
•やらなくていい事は？
•測定して分析する
電子ジャーナル
の普及
組織再編
組織再編
評価基準
見直し
機関リポジトリ
の普及
オープンデータ
の活用
何が効率化をもたらしたか
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• 技術進歩による効率化もあるのだけど
• システムは道具であって
• 業務／考え方の見直しこそが改善の本質であり本丸
• システムはそれに合わせて改善していく
今後の構想
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• PubMed以外の連携（KAKEN, CiNii等）
• 業績リスト出力形式の多様化（ EndNote, XML等）
• 研究者IDの管理（科研費研究者番号, ORCID等）
• 業績へのタグ付け
• 英語対応
ご静聴ありがとうございました。
